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要旨 ：本研究で は，劣化 し た タイル 仕上 げ外壁等 に 適 用 す る外壁 剥 落防止 工 法 の 地 震時 に お け る剥落防止性

能の 検証を 目的 に，各種外壁剥落防止 工 法を施 した RC 耐震壁に，地震力 を模擬した正負繰 り返 しの 加力実

験 を行い ，各 種 外壁 剥 落 防 止 工 法 の 性 能 を検証 した。そ の 結果，ア ン カーピ ン ニ ン グ部分 エ ポ キ シ 樹脂注 入

工 法は，強制変形に 対する剥落防止性能を発揮で きなか っ たこ とに対し，外壁複合改修構 工 法は いずれ も剥

落防止 性能を示 した。その 中 で も，ア ク リル ゴ ム 系を用い た外壁複合改修構 工 法は，優れ た ひ び 割れ追従性

を示 し なが ら剥 落防止 性能 を発 揮 した 。
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t．は じめ に

　近年，東海地震，東南海 ・南海地震 ， 首都圏直下 地震

な ど 大地 震 の 切 迫性 が 指 摘 され る 中，耐 震 改 修 促 進 法 も

改定 され ，多くの 既存建築物 の 耐震化 が進められ て い る。

耐震改修 工 事を行 う際，構造部 材 の 補 強 工 事 を行 うの は

当然の こ とで あるが，耐震改修促進法の 解説書にも記さ

れ る様 に
1 ），建築物 の 耐震化は構造部材の みな らず，非

構 造部材 の 耐震化 も重要視 しな け れ ば な らな い。特 に
，

剥落事故 に繋 が りやすい 建築物外壁材 は，地震時 に お い

て も剥落を起こ さない こ とが 強く求められ て い る。

　タイル 外壁等 の 剥落を防止 す る改修 工 法 と して 、 外壁

浮 き 部分 に 樹 脂 注 入 を行 うア ン カ ーピ ン ニ ン グ樹脂 注

入 工 法や ア ン カーピ ン 及 び ネ ッ トを併用 す る 外壁複合

改修 構工 法 （以下，ピ ン ネ ッ トエ 法 と略称）が 用い られ

て い るが ，こ れら工 法 は，日常時の 剥落防止 に 対 し有効

で あ る こ とは 確認 され て い る もの の ，地震な どの 強制変

形 に 対す る剥 落防止 性能 に 対 し明 瞭化 され て い な い の

が現状で ある 。

　本研究 で は，外壁剰落防止 工 法の 地震時に お ける性能

評価を目的 に，各種剥落防止 工 法を施 し た RC 耐震壁 の

水平加力実験 を行 う。

2．試験概蔓

2．1 試験 体 の 種類

　表 一1には試験体概要を，図 一冒 に は 試験体分類別 の

断面仕様 を示す。

　試験体は ，
ピ ン ネ ッ トエ 法 と して バ イ ン ダーに ア ク リ

ル ゴ ム を用い た もの を 2種 （PP，
　 VK ），同 じくバ イ ン ダ

ー
に ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タル を用い た もの を 2 種 （CN ，

CB），

一般的な タイ ル 外壁改修工 法 と して ア ン カーピ ン

ニ ン グ部分 エ ポ キ シ 樹脂注 入 工 法を施 した もの を 1 種

（PN ），剥 落防 止 無対策で あ る コ ン トロ
ー

ル を 1種 （NB ）

の 合計 6 種類とした。

2．2 試験体の 作製

　試 験体に 供す る RC 耐震壁 は，　 RC 中層建築物 1階耐

震壁 に タイ ル 仕 上 げ を施 した もの を想定 し，1／3 縮 小 ス

ケ
ー

ル で 作製 した
。

タ イ ル 及 び 剥落防止材 は 原寸 で あ る。

　図 一2 に は試験体 の 形 状及 び配 筋概要 を，表 一2に は

表 ・1　試験体概要

外裳仕機

賦験体名称 試験体 頒 改修 工法種顕
タイ ル 下地胴聾材

外 装剥蓄 防止仕 犠

仕上げ
ア ン カ

ー
ピン ネ ッ ト バ イ ン ダー

蹲
ホ リプ ロ ビ レ ン

　　 ネ ッ ト

VK

ア クリル ゴ ム 系
ピ ンネ ツ トエ 法 　 　 φ 5一

槻観疏 圃定し
’
ンA

ピニ R ン 裏
ネ ッ ト

ア ク リ ル ゴ ム
ア ク リル ゴム 系

　 仕上盈材

 

外 壁複倉改修輯 工法
〔ピ ン ネ ツ ト工法）

45二丁
タ イル

下廟鯛整塗材 c−2
　（塗厚 ；回 ビ乙ロ ン 製

ネ ッ ト

L材形ポ リマーセ

メン トモ ル タル

CB

　セ メ ン ト系

ビ ン ネ ッ トエ 法 　　 φ 5■

機嫉筑 圃定ピ把
立体不綾布

2材形 ポ リ守
一

壱

メ ン トモ ル タル

権層仕上鹽材臨

刪
　 ア ン カ ーピ ン ニ ン グ

部分エポ キ シ樹 謄注λ 工捷

　 ア ン カーピ ン ニ ン グ

葛分エポ キ シ尉臈注λ工 法
一 　 　 　 φ佃 ■

全零ジ ビ 以 ボキシ因定
宀 一 　

NB 無対銅 〔＝ ン ト ロ ール 1 な し
一 　 一 一 『

．1   コ ン ス テ ッ ク　補修 技術本 部 （正 会員）

°2 北 海 道 大 学院教授　工 学研究科空問性能 シ ス テ ム 専攻　工 博　（正 会員）
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鉄筋 の 力学的性質を，表 一3 に は各試験体の コ ン ク リ
ー

ト圧 縮強 度を示 す。

　構造体 となる RC 耐震壁 は ， 壁 の せ ん 断破壊が 先行す

る ように設 計 した。まず，図 一2 に 示す様 に 配 筋 を施 し

た後，Fc＝ 18 の コ ン ク リ
ー

トを平打ちで 打設 した 。 そ の

後，コ ン クリ
ー

トが所定 の 強度 を発現する ま で 養生 し，

試験体 に応力 が 生 じ ない よ うに 治具を用い 正立 させ た 。

　タイ ル の 施 工 は，実構造物 に近 い ように t タ イ ル 貼付

け 面 を RC 試験体 の 型 枠面 （剥 離剤処 理 面） と し，手張

りに よ り行 っ た 。 その 際，下地 は，型枠精度が良い こ と

や 品質管理 の 面か ら，JASS15 を参照 し既調合 セ メ ン トモ

ル タ ル 塗 りを適用 し ， 使用 タイ ル は，45 二 丁タイル （磁

器質 ・施釉の ユ ニ ッ トタイ ル ）を用 い た。また，手張 り

に よ る タイル 施 工 は，オープ ン タイ ム の 管理等，施 工 誤

差 を な くす た め に，JASS19 に 規定されて い る マ ス ク張 り

を採用 し，既調合 の 張付けモ ル タル で 張 り付 け た 。 タ イ

ル 張 り付 け後 は，目地モ ル タル を用 い て 目地 を作製 した。

　剥落防止工法の施 工 は ， 表 一1 に 示 した 材料を用い ，

各工 法の 施工 要 領 に 準 じて 行 っ た。各 ピ ン ネ ッ トコニ法 は，

ア ン カーを縦横 500 ピ ッ チ とな る よ う 1試験体当た り 12

本と し施工 し，ア ク リル ゴム 系 ピ ン ネ ッ ト工 法 は，バ イ

ン ダ
ー

及 び 仕 上 げ層 に ア ク リル ゴ ム 塗 料を用 い，セ メ ン

ト系 ピ ン ネ ッ ト工 法 は，バ イ ン ダ
ーに ポ リマ

ー
セ メ ン ト

モ ル タル を，仕上 げ層 に JISA6909 に 規定され る複層仕

上 塗 材 E に該 当す る材料 を用 い て 施 工 し た
。

ま た
，

ア ン

カーピ ン ニ ン グ部分エ ポ キ シ 樹脂注入工 法は，改修工 事

共 通仕様書に 基づ き，φ4 凹 の 全ネジ ピ ン を 1m2 当た り

16本 とな る よ うに 割 り付 け施工 した 。

試験体

分類

ア ク リル ゴ ム 系

ピ ン ネ ッ ト工 法

　セ メ ン ト系

ピ ン ネ ッ ト工 法

2．3 試験装置及び加 力方法

　図 一3 に は加力装置を，図 一4 に は加 力 プ ロ グ ラム を

示す。

　加力方法は，試験 体 を加 力 フ レ ーム に設置 し，下 梁ス

タ ブを PC 鋼棒に よっ て加 力 フ レ
ーム に 固定した 上で，

壁頂部 に 取 り付け た加 力用鋼製梁 を介 して，柱 の 長 期 軸

力に 相当する 0．2FcAc × 2 （Ac は 柱 1 本 の 断面積）の 定

軸力を導入後，壁高さの 2 倍の 位置 に地 震力を模擬 した

正 負繰返 水 平 変位漸増加 力 を加 えた。

　加 カプ ロ グ ラム は，層間変形角 ：R が 111000（壁頂点

変位 δ；1．2皿 ）となる様 に 正負で 1回加 力した後，IX500

（2．4皿 ）， ln50 （4，8   ），　 ll125 （9．6 皿 ） を正負 2 回ず

っ 繰 り返 して ，最後 は 1〃5 （16　rm ）を 1回 の 計 8 サ イ ク

ル と した。
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図 一2　試験体の 形状及び配 筋概要

表 一2　鉄筋の 力学的性能
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表 一3　各試験体 の コ ン ク リー ト圧縮強度

欝 PPVKCNCBPNNB

コ ン クリ
ー

ト田 麟 度

幅
22．02L922 ，123523 ．621 ．2

1〃5

脳

 

燻
溜
攜

国
η
収

鞭
爆
宦
塵

一1〃5

図・3 加力装置の 凝婆

」

　 　 サイ クル 数

図・4 加カプログラム

ル

2．4 測定項目及び瀦定方法

　加力中は， 常時 RC 側 ・タイ ル側 両面の ひ び割れ発生

状況 及 び コ ン ク リートの 圧 壌 ・剥 落 状況 を 目規に て観 察

し ， 各サ イ クル 目標部材変形角の M2 及び ピーク時 に は，

ク ラ ッ ク ス ケー
ル に よ る 主要なひ び 割れ幅の 測定及 び

打診 と目視に よる タイ ル 剥離 ・剥落状況の確認を行っ た 。

こ こで 、剥薩の 定義を剥落及 び浮きを含め た 総称 と し、

剥 落 の 定義 を タ イ ル が コ ン ク リートか ら脱落 し た もの

と した。また，加力試験後は，剥落防止層 を切開 し，内

部の 破壊状祝や ア ン カーピ ン の 状況 を確認 した。

3．試験結果及び考察

3．1試験体破壊性状

　図 ・5 に は荷重 と層問変形角 の 関係を，図 ・6 に は各

種試験体 の 水平加力実験終了後 の 破壊状況を示す。

　こ こ で，剥離率，剥落率及 び ひ び割 れ 率の 定義 を，既

往の 研究
2）　 3）に 倣い

， タイ ル 1枚当た りの 面積を 1 メ ッ

シ ュ と し，剥離，剥落及び ひ び 割れ が発生 し た メ ッ シ ュ

数を総 メ ッ シ ュ 数 で 除した値とする。 また，剥離 とは剥

落及 び 浮きを含め た総称を表す こ と とす る 。

　PP （ア クリル ゴ ム 系ピン ネ ッ トエ 法）

　 R＝1’1200 に お い て ，RC 側 の 壁せ ん 断ひ び 割れ が発生

し た。R富1／500 に お い て ，タ イ ル の 剥離が 発 生 し 層間変

形角 の 増大に 伴い 漸増 した。最終サイ クル R＝ln5 に お

い て の 破壊性 状 は，RC 側で は，柱 にせ ん 断ひ び割れ が

発生すると共に，中央部や壁際部の コ ン クリートが剥落

した。タイ ル 側で は．タイル の 押し出しに よる剥落防止

層の は らみが ， タイ ル 側中央部に 現れた が ，剥落防止 層

の ひ び割れ 及び タイ ル 剥落 は発 生 しな か っ た 。

　 》K （ア クリル ゴム 系 ピ ン ネッ ト工 法）

　 R＝1／3000におい て，RC 側の 壁せん断ひ び割れが発生

した。R＝1！500 に お い て，タイ ル の 剥離が 発 生 し，層 間

変形角 の 増大に 伴い 漸増 した。最終サイ クル R＝1〃5 に

おい て の 破壊性状 は，RC 側 で は，せ ん断 ひ び割れ が 大

き く な り，せ ん 断破壊に よ る コ ン ク リー トの 剥 落 が生 じ

た。タイル 側 で は，タ イ ル の 押 し出 しに よ り剥 落防止 層

の は らみ が 生 じた が，剥落防止 層の ひ び割れ 及び タイ ル

剥落は発生 しなか っ た。

　  （セ メ ン ト系 ピ ン ネ ッ ト工 法〕

　R ＝ 113000に お い て ，RC 側 の 壁 せ ん断 ひ び 割 れ が発生

した。R；11500 に おい て ，タイル の 剥離 が発生 し，そ の

後，層間変形角の 増大 に伴 っ て漸増 した。R＝ ln50 に お

い て ， タイ ル 側 の 剥落防止層にひ び割れ が 発生 し，層間

変形角の 増大 に伴い複数 の ひ び割れ の 発 生及 び せ ん 断

ひ び 割れ へ の 発展 が 見 られ た。R＝11125 に お い て ，柱脚

コ ン ク リ
ー

トの 圧壊 の 兆候 が 現れ た。最終 サイ ク ル

R ＝ln5 に おい て の 破娘性状は，　 RC 側 で は，せ ん断ひ び

割れ が 大 き く拡幅し ， 中央部附近の コ ン ク リートが剥落

した 。 タイ ル 側 で は，タ イル の 押し出 しに よる剥落防止

層 の 膨 らみ が 見 られ，剥 落防 止 層 の ひ び割れ は 少 ない も

の の
， 最大ひ び割れ 幅 は 4 齟 に達した 。 しか しな が ら，

タイ ル 剥落 は発 生 しなか っ た。

　CB （セ メ ン ト系ピン ネ ッ トエ 法）

　R零 1〆3000にお い て，RC 側 の 壁せ ん 断ひ び割れが発 生

した 。
R＝1’1000に お い て ， タイ ル の 剥離が 確認 され ，層

聞変形角の 増大に伴っ て 迅速に 拡大 した 。 R ＝ 11250 に お

い て ，タイ ル 側 の 剥 落防止 層 に せ ん 断 ひ び 割れ が 確認 さ

れ ，そ の 後水平 ひ び 割 れ も発生 した 。最終サイ ク ル

R；1〃5 に おい て の 破壊性状は，RC 側 で は，壁 の 中央に

せ ん 断破壊及 び コ ン ク リート剥落が 確認 され た。タイ ル

側 で は ， タイル 側 の ほ ぼ全 面 に剥離 が 生 じ，剥落防止 層

に 水 平及 び 垂 直 ひ び 割 れ が多く発 生 し た。し か し な が ら，

タイ ル 剥落 は発生 しなか っ た。

　i）N （ア ン カーピンニ ン グ部分 エ ポキシ樹脂注入工 法 ）

　R＝1！30004・IMOOO に お い て，　 RC 及 び タ イ ル 面 にせ ん
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断ひ び割れ が発 生 し， 層問変形角の 増大に 伴い 漸増 した。

R；1110（X）に お い て，タ イ ル の 剥離が 生 じた。R 菖 1／125に

お い て，ひ び 割れ の 最大幅は ， タイ ル 側 で は 2m ，　 RC

側で は 1．3 皿 とな り，タ イル 剥離率は 63、8％となっ た。

最終 サ イ クル R ＝ 1！75に お い ての 破壊性状は，RC 側 で は，

壁の せ ん 断破墳によりコ ン ク リートが剥落 した 。 タ イ ル

側で は，タイル 剥落 20，1％ を生 じ，タ イ ル の 剥離率 は

98．5％ となっ た 。

　腿B （：1ン トロ
ー

丿レ》

　R＝lnam に おい て，　 RC 及 び タ イ ル 両 面 にせ ん 断ひ び

割れが発生 した 。 R＝11500に お い て，タイル の 剥離が確

認 され，層間変形角の 増大に 伴い 漸増 した 。 R＝ 11125 に

お い て，ひ び 割れ の 最大幅 は ，
タ イ ル 側 で は 25 皿 m，RC

側で は 1．3m に 拡大 した。ま た，こ の 時の タ イル 剥離率

は 555 ％ と な り，2 枚 の 剥 落 が確 認 され た 。最終サ イ ク

ル R＝且仍 に お い て の 破壊性状は，柱頭 の せ ん断ひ び 割

れ 及 び 圧 縮側柱 の コ ン ク リ
ー

ト圧壊が確 認 され，RC 側

で は，コ ン ク リ
ー

ト剥 落が 生 じ
， タ イ ル 側 で は 40．9％ に

至 る タイ ル 剥落が 生 じた。

3．2 タイ ル の剥離及び剥落

　 図 一7 に は，タ イル 剥離率とサイ クル 数 の 関係 を試験

体種類別 に示 す。

　 PP，　 VK ，　 CN ，　 PN 及 び NB の タ イ ル 剥離 は ， 試験体の

種類 に 関係な く，R＝1／500 ま で は 6％ 以 内に 留 ま り，

R＝1／250 処 女 サ イ クル か ら，層間変形角の 増大に伴い 漸

増す る 。 CB の タイ ル 剥離は，他 の 試験体の タイ ル 剥離

率傾向と は 異な り，R＝ 1／500 か ら比 較的 早い 段 階 で 剥離

が拡大 した。こ れ は ， 剥離箇所 が タ イル と張付けモ ル タ

ル か ら剥離 した結果，剥 落防止 層 （モ ル タル ） で タイル

及 び 目地 部 を一
体化させ て し ま うこ とで，変形 を逃が す

こ と が で きず，タイル が 層状 に剥離す る と考え られ る e

　各試 験体の タイル 剥離率は，一
部の 例外 を除 き，同様

の 傾向を示 す こ と か ら 、 剥 落防止 工 法は，タ イル の 剥離

抑制効果は ない と推測 す る 。

　図 一8 に は，タ イル 剥落率 とサ イ クル 数 の 関係 を試験

体種類別に示す。

　NB の タイ ル 剥 落は，　 R ； li125に お い て 剥落率 0．5％ と

わ ずか な が ら発 生 し，R ＝ 1！75 に お い て 40．9％ と な っ た 。

PN の タイ ル 剥落は，　 R；1n5 に お い て タ イル の せ り出 し

や欠けが 多 く見 られ る もの の 20．1°

／・ となっ た。ピ ン ネ ッ

トエ 法を施 した PP，VK ，　CN 及び CB の タイル 剥落 は ， い

ずれ の 試 験 体に お い て も，試験終 了 ま で発 生 せ ず，ピ ン

ネ ッ ト工 法に よ る剥 落防止 効果 が確認 された。

1！75　 1／1251／250　　　1／250　1／125　 1！75

図 一5　荷重 と層間変形角 の 関係 （包絡線）

図 一6　各種試験体 の 破壊状況 （終了時）
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図 一10　 タ イ ル 側 ひ び割 れ率 と RC側ひ び割れ率 の 閧係

3．3 試 験体の ひ び 割 れ

　 図 一9 に は，タ イル 側ひ び割れ率とサイ クル 数 の 関係

を試験体種類別に示す。

　 NB 及 び PN の タイ ル 側ひ び 割れは，　R ＝1／3000〜1／2000

に お い て 初期 発生 し，層間変形角 の 増大に 伴 い 漸増す る。

但 し，タ イ ル 側 ひ び 割 れ が 飽 和状 態 に 近 く な っ た

R＝11125を境 に 増加率は 緩やか とな り．R≡ln5 にお い て，

70％程度 の ひ び割れ率を示す。CN 及 び CB の タイ ル 側 ひ

び割れ は，R＝ln50 に お い て 発 生 し，　 R＝ 1〃5に急激な 増

加傾向を示す 。 （N 及 び CB の R＝ ln5 にお け るひ び割れ

率は 19％及 び 46 ％ とな り， 両 者 と も剥落防止 層 を貫通

す る ひ び 割れ を生 じる が，剥落防止 層の ネ ッ ト破断は 生

じて い なか っ た。PP 及び VK は，良好なひ び割 れ 追従性

を示 し，加力試験終 了 ま で 剥 落 防止 層 の ひび 割れ を発 生

しなか っ た 。

　 図 凋 0 に は，タイ ル 側 ひ び 割れ率とRC 側ひ び割れ率

の 関係を試験体種類別 に 示 す 。

　NB 及び PN の タイ ル 側 ひ び割れ 率は，　 RC 側ひ び 割れ

率 の 増加 に ほ ぼ比 例 し増加 する。CN 及び CB で は，　 RC

側ひ び割れ率が 70％近くに な る と タイ ル 側の 剥落防止

層 に もひ び割れが発 生 し，そ の 後，急激な増加傾向を示

す。PP 及 び 瓶 は，　 RC 側 の 大部 分 で ひ び 割れ が 発 生 し

て も剥 落防止 層 が良好 な ひ び割 れ 追従性 を示 し，加力試

験終 了に 至 る ま で ひ び割れ は発生 しない。

3，4 剥落防止工 法 の評価

　図 一11に，各試験体 の 評価を示す。こ こ で，試験体 の

評価項 目を R ＝ln5 に おけ るタ イル 側の タイ ル 剥 落，剥

離及 び ひ び割れ 率 の 他，タイ ル 初剥 落，初剥 離及 び タイ

ル 側 の 初ひ び割れ発 生層問変形 角 と した 。

　各試験体の タイ ル 剥 落 ，剥離及 び タイ ル 側 の ひ び 割れ

状況 は，PP と VK ，
　CN と CB 及 び PN と NB 別 に それぞ

れ 似通っ た傾向を示す。

　PP 及 び 呱 は ，タ イ ル 初剥 離が R ＝1／500 時 に 発 生 し，

最終的な タイル 剥離は 90％程度と ， タ イ ル 剥離の 抑制は

期待 で きない 。しか しなが ら，タイ ル 側 の 剥 落 及 び ひ び

割れ の 発 生 は 見 られ ず，外 壁 剥 落 防止 工 法 と して 優れ た

性 能を有 して い るこ とが確認 で きた。CN 及び CB は ，

90％以上 の タイル 剥離を生 じ，R ＝ ln50 に お い て 初期 ひ

び 割れ を発 生 した 。 しか しな が ら，タイ ル の 剥落は生 じ

ず，剥 落防止 性能を有 し て い る こ とが 確認 で きた。PN

は ，初剥離及 び タイ ル 側 初ひ び 割れ と もに PP，VK ，
CN 及

び 冊 より小 さい層間変形角で生 じ，無対策の 旧 とほ

ぼ同様な タイ ル 剥落傾向を示す こ とか ら，強制変形を受

け た 際 に剥落 防止 性能を発 揮で きない と推察で き る。
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勦
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恥
　 　 　 　 　 tt　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 xx．
タイル 　　タイル 側 　　　　　　　タイル
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　　の 試 験体に お い て も ， 層間変形角 1！75 に お い て

　 soo／， 以上 の 剥離率を示す。ま た，各種剥落防止 工 法

　　は ， タ イル の 剥 離抑制効果を有さない
。

（2）強制変形 を受 け た際 の タイ ル 剥落状況 は，コ ン ト

　　ロ
ー

ル 及 び ア ン カ
ーピ ン ニ ン グ 部分 エ ポ キ シ 樹脂

　 注 入 工 法 を施 した試験体がタイ ル 剥落 を生 じ るの

　　に対 し，ピ ン ネ ッ トエ 法を施 した試 験体は ア ク リル

　　ゴ ム 系及びセ メ ン ト系 の 種類 に 関わらず J タイル 剥

　 落を生 じない。

（3）強制 変形 を受 け た際 の タイ ル 側 ひ び 割れ 状況 は，

　　コ ン トロ ー
ル 及 び ア ン カ ーピ ン ニ ン グ部分 エ ポ キ

　　シ 樹脂注 入 工 法を施 した 試験体 が 最 も高い ひ び 割

　 れ 率を 示 し，次 い で セ メ ン ト系 ピ ン ネ ッ トエ 法 を施

　　した試験体 とな る 。 ま た，ア ク リル ゴム 系 ピ ン ネ ッ

　　ト工法 を施 した 試験 体 は ひび 割 れ を発 生 しな い 。

（4） ア ク リル ゴ ム 系 ピ ン ネ ッ トエ 法は，使用材料の 種

　 類に関わらず，優れた剥落防止及 び ひ び 割れ追従性

　 能 を示 す。
セ メ ン ト系 ピ ン ネ ッ トエ 法 は ， 使用材料

　　の 種類 に 関わ らず，ひ び割 れ追従性 は劣るもの の 剥

　 落防止 性能を有す る。ア ン カ
ー

ピ ン ニ ン グ部分 エ ポ

　　キシ樹脂注 入 工 法は，強制変形 に 対 す る剥 落防止 性

　 能は期待 で きない
。

以 上 の こ とか ら，地 震 な どの 強制 変 形 を受 けた 際 の 外

壁 剥 落防止 工 法 と して ピ ン ネ ッ トエ 法 は 有効 な手段 で

あ り，ひ び 割れ追従 性 能 に よ る 躯体コ ン ク リートの 保護，

を 考慮す る と，ア ク リル ゴ ム 系 ピ ン ネ ッ ト工 法が 優れ た

性能を示す。
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4．ま とめ

　タイ ル 仕上 げ RC 耐震壁 の 外壁剥落防止 工 法 の 性能評

価 を行 う 目的で，試験体 を用 い た 正負繰返加力実験を行

い，下記 の 知見を得 た。

（1）強制変形を受けた際 の タイ ル 剥離状況は ， い ずれ
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